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デフリンピックとは、4年に1度開催される、きこえない・

きこえにくいアスリートのための国際スポーツ大会です。

日本初開催となる2025年は、100周年の節目となる大会です。

　；’i；．：一，こ］

第25回夏季デフリンピック競技大会　東京2025
（略称）東京2025デフリンピック

・川・　　　　働　　霞璽
70～80か国・地域　　約3，000人　　21競技
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東京都内会場（東京体育館、駒沢オリンピック

公園総合運動場ほか）、福島県、静岡県

　デフスポーツの

魅力や価値を伝え

人々や社会とつなぐ

　世界に、　　”誰もが個性を活かし

そして未来に　力を発揮できる”

つながる大会へ　共生社会の実現

人々の繋がりを意昧する「輪」をテーマに、デフコ三ユニティの代表的なシン

ボルである「手」を表してし、る。デフリンピックを通して「輪」が繋がった先

には、新たな未来の花が咲いていくことを表現。
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●競技中は補聴器などを外して、全員が公平にきこえない立場となって競技を実施します。

●「耳」がきこえなくても「目」で見て分かる工夫（視覚的保障）がされてし、ます。

⑨世界各国から集まる参加者が国際手話をはじめとした様々な方法でコ三ユニケーション

　を展開しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［〉「デフリンピック」の手話言語表現
［〉視覚的保障

スタートの合図がわかるようにランプが点滅
審判の合図の声をランプの

点滅で知らせます
両手2指で輪をつくり、輪を向かい合

わせるようにして交互に2回つける



口技会場 1デフリンピックスクエア
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デフリンピックスクエアを国立オリンピック記念青少

年総合センターに設置
　　　　　　　1　　　　→　　　　　　　　　　－　　　　　　1曹一司■甲

・大会遁営本部、輸送のハブ、メディアセンターs

練習会場等の機能をもつ大会還営拠点

・新技術を活用したユニバーサルコミュニケーション

や交流、芸術文化の体験等、選手や来場者向けの

様々なサービスを展開

nデフリンピックを通してめざすもの

「シンプルで心に残る大会」をめざすとともに、全ての人が輝くインクルーシブな街・東京の実現に貢献
ド

みんながつながる

東京2020大会で便用され
た様々なデジタル技術も

活用し、「誰もが円滑に

つながる大会」を実現。

「誰もが大会を楽しめる

技術」の開発や、デフリ

ンピックスクエアで技術

の展示・PRを行う。

什　世界の人々が

　　　　出会う

選手や関係者などを、おも

　てなしの心で迎え、芸術文

　化や食、観光資源など、東

京の持つ魅力を感じてもら

　い、世界との絆を深める。
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みんなで大会を盛り上げる
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大会の意義を都民・国民に発信するとともに、大会の開催気運を盛り上げていくための様々な取組を展開

　　大会の意義や魅力を伝え否「　　　　共生社会にっ百そ著える一7

応援アンバサダーなどを通じ、大会の意義や

魅力を伝える。大会エンブレムを用いた広報

PRツールの活用、デフアスリートと子供たち

との交流や競技体験など、大会への関心を高

める取組を幅広く展開。

　　　〈東京2025デフリンピック応援アンバサダー〉

一さん　KIKl
【大会について詳しくはこちら】

●東京2025デフリンピック大会特股サイト
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URL：https：〃deaflympics2025－games．jp

●SNS（デフリンピッO週営餐員会）
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